
諏訪地方事務所 

住宅・建築物耐震改修促進に向けた事業の拡充 

 

 

諏訪地域は、東海地震等の地震防災対策強化地域指定を受けるなど大規模地震発生の危険 

度が高い中、住宅の耐震化率は 71.1％（H20）に留まり、2 万戸以上の耐震性が不十分と 

なっている。このため、大規模地震発生時の建物倒壊による被害軽減を図るため住宅の耐震 

化を促進する。   （H7 の阪神・淡路大震災では、死者の８割強が建物の倒壊等が原因） 

    

 

 

１ 諏訪地域の大規模地震発生の危険度 

 

・糸魚川－静岡構造線による 30年以内の地震発生確率 20％    震度７ 

・東海地震（地震防災対策強化地域指定 H14.4）          震度６強 

   ・南海トラフ地震（地震防災対策推進地域指定 H26.3）         震度６弱 

   ・東南海・南海地震（諏訪市：地震防災対策推進地域指定 H15.12）震度６弱 

 

２ 諏訪地域の住宅耐震化の状況    

  耐震診断実施戸数（H25 現在） 約 1,800 戸（未実施は・・・約１９,２00 戸） 

               「耐震性が低い」と診断された住宅は・・・・『９７．５％』 

そのうち、耐震改修を行った住宅の改修率は・『１４．０％』 

 

○住宅の耐震化率           ※「住宅・土地統計調査」（国土交通省）に基づき算出 

諏訪地域の住宅戸数 （H20：約 73,000戸） 

耐震性あり 

 約 52,000 戸（耐震化率 71.1％） 

耐震性不十分 

約 21,000 戸 

  

うち 耐震診断実施の有無 

有  

約 1,800 戸 (8.4%) 

無 

 約 19,200 戸 (91.6％) 

耐震性有 

約50戸(2.5%) 

耐震性低い 

約 1,750 戸(97.5％) 

 

      

改修済 

約250戸 

(14.0％) 

未改修 

約 1,500 戸 

(８６.0%) 

  

 ３ 耐震診断・耐震改修が進まない原因 

① 業者等に関する情報（どこに頼めばいいかわからない・補助制度の有無）不足  

 

 ② 耐震改修を行う費用負担が困難 

    ・耐震改修補強工事に要する平均的工事費 約 175 万円 

     （H19・20 年度の 2 年間に耐震改修の助成を行った住宅 446 戸の平均工事費） 

    ・耐震改修が必要とされる建築物（昭和 56 年以前の建築）は、当時の設計図面が 

ない場合が多く、改修工事に加え設計費用も要するなど経費が多大にかかる 

 

③ 高齢者世帯で後継ぎがいない（別居等）ため耐震改修をする意思がない 

２ 現状と課題 

1 目 的 

耐震診断の実施が必要 

耐震改修の実施が必要 

✰ 耐震診断の結果 

診断 

結果 

耐震 

改修 

予測 

震度 

 



    

 

 １ 耐震補強推進団体の設立促進 

設計者と施工者が一体となって耐震改修の推進に向けた取り組み（耐震診断・耐震改 

修）ができるよう、団体の設立の働きかけ及び支援を行う。 

 

 

                 

  （地元の建築専門事業者）   

      設計者 ＋ 施工者 

                   

       加入事業者紹介      

  耐震改修工事の事例紹介     

          相  談         

                      

   連携                

                ・補助制度の説明会・相談  

 

 

２ 耐震改修工事の設計補助制度の創設 

 

設計費用（耐震補強設計）に関する新たな補助制度を創設（H27～H２９年度） 

   ※ 補助率 設計費の１／２ 

     補助対象上限額 耐震改修設計に係る標準設計費を決定し、補助対象額とする 

 

３ その他 

・上記施策をスムーズに行えるよう連絡会議（10 広域、県）を開催 

   ・県及び市町村の助成制度等を併せたリーフレットの作成 

 

４ 事業費                                （千円） 

事業内容 内 訳 経 費 

設計費補助 補助率 1/2（耐震改修設計に係る標準設計費を上限） 所要額 

リーフレット作成  2,000 部（管内分） 200 

  ※「地震防災対策強化地域」に指定された地域に対し、設計費も国庫補助対象となるよう 

   国に働きかけを併せて実施する。 

 

 

 

 

住宅の耐震化率            しあわせ信州創造プラン（4-1地域防災力の向上） 

71.1％（諏訪地域 H20 年度）                 90.0％（H29年度） 

 

 

（参考）住宅・建築物耐震改修促進事業 

施設区分 耐震診断 耐震補強（※＋緊急支援分 H26） 

木造戸建 

補助限度額 3.8万円/戸 120万円/戸 ※61.8万円/戸 

補助率 

国  1/2 

県  1/4 

市町村 1/4 

(自己) なし 

国  11.50％ 

県  19.25％ 

市町村 19.25％ 

(自己)  50％ 

国  25.0％ 

県  12.5％ 

市町村 12.5％ 

(自己)  50％ 

 

３ 施 策 

耐震補強推進団体 
S56以前住宅所有者 

県・市町村 

 

改修工事 

診断前 

４ 成果目標 

・実績のある事業者を紹介 

・耐震改修工事の事例紹介 

・加入業者による相談  

耐震診断を勧める戸別訪問 

・実績のある事業者を知りたい 

・耐震改修に係る費用の目安は？ 

改修前 

非耐震 

改修後 

 



 

 

 



 


